
年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度　　　　　　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｅ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】数と式、図形と計量、2次関数及びデータの分析について理解させ、基本的な知識の習得と技能の習熟を図る。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数

１
学
期

【知識及び技能】
　式に関する用語を理解し、基本的
な整式の四則計算や、因数分解がで
きる力をつけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　計算の順序を変えたり、文字に置
き換えたりするなど工夫をして既習
事項に関連付けて計算できるような
力をつけさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　既習事項を活用するためにどのよ
うな工夫ができるかを考えようとす
る態度を育む。

数と式
式の計算（整式の加法と減法・乗
法、因数分解）

【知識・技能】
　式に関する用語を理解し、基本的な整式の四
則計算や、因数分解ができる。
【思考・判断・表現】
式の計算や因数分解を既習事項に関連させた
り、簡略化したりするための工夫ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　既習事項を活用するためにどのような工夫が
できるかを考えようとしている。

○ ○ ○ 8

【知識及び技能】
　中学校までに取り扱ってきた数を
実数としてまとめ，数の体系につい
ての理解を深めさせる。

【学びに向かう力、人間性等】
　今まで学習してきた数の体系につ
いて整理し，考察しようとする態度
を育む。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

4

【知識・技能】
　不等式の解の意味や不等式の性質
について理解できるようにする。
【思考・判断・表現】
　不等式の性質を基に1次不等式を解
く方法を考察したり，具体的な事象
に関連した課題解決に1次不等式を活
用したりする力を身に付けさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　不等式における解の意味につい
て、等式における解と比較して、考
察しようとする態度を育む。

数と式
1次不等式(不等式の性質、1次不等
式、絶対値を含む方程式)

○

○

【知識・技能】
　不等式における解の意味を理解し、1次不等
式や連立１次不等式を解くことができる。
【思考・判断・表現】
　身近な問題を1次不等式の問題に帰着させ、
問題を解決することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　不等式における解の意味について，等式にお
ける解と比較して，考察しようとする。

○ ○

【知識・技能】
　命題に関する基本的な概念を理解
できるようにする。
【思考・判断・表現】
　事象の考察に命題を活用する力を
身に付けさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　条件を満たすものの集合の包含関
係が，命題の真偽に関連しているこ
とに着目し，命題について調べよう
とする態度を育む。

集合と命題（命題と条件、命題と
逆・対偶・裏、命題と証明

【知識・技能】
　命題に関する基本的な概念を理解している。
【思考・判断・表現】
　命題の真偽を，集合の包含関係に結び付けて
とらえることによって考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　条件を満たすものの集合の包含関係が，命題
の真偽に関連していることに着目し，命題につ
いて調べようとする態度がある。

○ ○

数学 数学Ⅰ
数学

【知識及び技能】
　平方根の意味，性質を理解し、根
号の四則計算や有理化ができるよう
にする。

数と式
実数（根号を含む計算）

【知識・技能】
　平方根の意味，性質を理解し、根号の四則計
算や有理化ができる。 ○

八王子北
数学Ⅰ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分
析についての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに，事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表現・処理した
りする技能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を適切に変
形する力，図形の性質や計量について論理的に
考察し表現する力，関数関係に着目し，その特
徴を表，式，グラフを関連付けて考察する力，
データの散らばりや変量関係等に着目し，分析
を行い，問題を解決したり，過程を考察・判断
する力を養う。

新編　数学Ⅰ（数研出版）

数学

既習事項と関連させて考察したり、事象を数学的に考察する力を培う。

試行錯誤する中で自分の考えをもち、主体的に取り組もうとする態度を育む。

数学Ⅰ

○

○ 〇 10

定期考査
○ ○ 1

○ 8

【知識・技能】
　関数の表記について，グラフの平
行移動とともに理解できるようにす
る。また、平方完成をし、グラフを
かくことができるようにする。
【思考・判断・表現】
　2次関数の特徴について，表，式，
グラフを相互に関連付けて多面的に
考察する力を身に付けさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　放物線のもつ性質に興味・関心を
示し，自ら調べようとする態度を育
てる。

2次関数
2次関数とグラフ(関数とグラフ、2
次関数のグラフ、平方完成とグラ
フ)

【知識・技能】
　関数の表記について，グラフの平行移動とと
もに理解している。また、平方完成をし、グラ
フをかくことができる。
【思考・判断・表現】
　2次関数の特徴について，表，式，グラフを
相互に関連付けて多面的に考察することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　放物線のもつ性質に興味・関心を示し，自ら
調べようとする。

○

6

数と式
実数（実数）

【知識・技能】
　有理数，無理数，実数の定義を理解し，それ
ぞれの範囲での四則計算の可能性について理解
している。

【主体的に学習に取り組む態度】
今まで学習してきた数の体系について整理し，
考察しようとする。

○
定期考査

○ 6



３
学
期

２
学
期

【知識・技能】
　2次関数の最大値・最小値をも詰め
ることができるようにする。また、
与えられた条件から2次関数を決定す
ることができるようにする。
【思考・判断・表現】
　具体的な事象の最大・最小の問題
を，2次関数を用いて表現し，処理す
る力を育てる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　日常生活における具体的な事象の
考察に，2次関数の最大・最小の考え
を活用しようとする態度を育てる。

2次関数
2次関数の値の変化(2次関数の最
大・最小、2次関数の決定)

【知識・技能】
2次関数の基本的な最大値・最小値や、定義域
に制限があるときの最大値・最小値を求めるこ
とができる。また、与えられた条件から2次関
数を決定することができる。
【思考・判断・表現】
　具体的な事象の最大・最小の問題を，2次関
数を用いて表現し，処理することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　日常生活における具体的な事象の考察に，2
次関数の最大・最小の考えを活用しようとす
る。

○ ○

定期考査 ○

【知識・技能】
　2次方程式を解くことができるよう
にする。また、判別式の符号と実数
解の個数の関係を理解することがで
きるようにする。
【思考・判断・表現】
　2次方程式と2次関数のグラフの関
係を考察し、共有点の個数等を求め
ることができる力を身に付けさせ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　2次関数のグラフとx軸の位置関係
を調べ，その意味を探ろうとする態
度を育む。

2次関数
2次方程式と2次不等式(2次方程式、
2次関数のグラフとｘ軸の位置関係)

【知識・技能】
　2次方程式を解くことができる。また、判別
式の符号と実数解の個数の関係を理解すること
ができる。
【思考・判断・表現】
　2次方程式と2次関数のグラフの関係を考察
し、共有点の個数等を求めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　2次関数のグラフとx軸の位置関係を調べ，そ
の意味を探ろうとする。。

○ ○ ○ 10

○ 10

1

【知識・技能】
　2次関数のグラフを用いて2次不等
式の解を求められるようにする。
【思考・判断・表現】
　2次関数の値の符号と2次不等式の
解を相互に関連させて考察すること
ができるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
　身近な問題を2次不等式で解決しよ
うとする態度を育てる。

2次関数
2次方程式と2次不等式(2次不等式)

【知識・技能】
　2次関数のグラフを用いて2次不等式の解を求
めることができる。
【思考・判断・表現】
　2次関数の値の符号と2次不等式の解を相互に
関連させて考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　身近な問題を2次不等式で解決しようとす
る。

○ ○ ○ 9

○

○ ○ 8

定期考査
○ ○ 1

【知識・技能】
　度数分布、ヒストグラム、四分位
数、箱ひげ図、分散、標準偏差、相
関係数について理解し、それらを求
めたり書いたりすることができるよ
うにする。
【思考・判断・表現】
　目的に応じて複数の種類のデータ
を収集し，適切な統計量やグラフ，
手法などを選択して分析を行い，
データの傾向を把握して事象の特徴
を表現する力、考察する力を身に付
けさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　身近な事柄において，仮説検定の
考え方を活用して判断しようとする
態度を育てる。

データの分析(データの整理、デー
タの代表値、データの散らばりと四
分位数、分散と標準偏差、2つの変
量の間の関係、仮設検定の考え方)

【知識・技能】
　度数分布、ヒストグラム、四分位数、箱ひげ
図、分散、標準偏差、相関係数について理解
し、それらを求めたり書いたりすることができ
る。
【思考・判断・表現】
　目的に応じて複数の種類のデータを収集し，
適切な統計量やグラフ，手法などを選択して分
析を行い，データの傾向を把握して事象の特徴
を表現する力、考察する力がある。
【主体的に学習に取り組む態度】
　身近な事柄において，仮説検定の考え方を活
用して判断しようとする。

○

【知識・技能】
　三角比の意味やその基本的な性質
について理解し，三角比の相互関係
などを理解できるようにする。
【思考・判断・表現】
　また，日常の事象や社会の事象な
どを数学的にとらえ，三角比を活用
して問題を解決する力を培う。
【主体的に学習に取り組む態度】
　日常の事象や社会の事象などに三
角比を活用しようとする態度を育て
る。

図形と計量
三角比(三角比、三角比の相互関
係、三角比の拡張)

【知識・技能】
　三角比の意味やその基本的な性質について理
解し，三角比の相互関係などを理解できる。
【思考・判断・表現】
　日常の事象や社会の事象などを数学的にとら
え，三角比を活用して問題を解決することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　日常の事象や社会の事象などに三角比を活用
しようとする。

○ ○ ○ 8

【知識・技能】
　正弦定理、余弦定理、三角形の面
積の公式が分かり、求めることがで
きるようにする。
【思考・判断・表現】
　図形の構成要素間の関係を，三角
比を用いて表現し定理や公式を導く
力，日常の事象や社会の事象などを
数学的にとらえ，正弦定理，余弦定
理などを活用して問題を解決したり
する力などを培う。
【主体的に学習に取り組む態度】
　正弦定理や余弦定理を既習事項か
ら導こうとする態度を育てる。ま
た、日常の事象や社会の事象などに
正弦定理や余弦定理を活用しようと
する態度を育てる。

図形と計量
三角形への応用(正弦定理、余弦定
理、正弦定理と余弦定理の応用、三
角形の面積、空間図形への応用)

【知識・技能】
　正弦定理、余弦定理、三角形の面積の公式が
分かり、求めることができる。
【思考・判断・表現】
　図形の構成要素間の関係を，三角比を用いて
表現し定理や公式を導くことができる。また、
日常の事象や社会の事象などを数学的にとら
え、正弦定理，余弦定理などを活用して問題を
解決することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　正弦定理や余弦定理を既習事項から導こうと
する。また、日常の事象や社会の事象などに正
弦定理や余弦定理を活用しようとする。

○ ○ ○ 13

定期考査
○ ○ 1

合計

105


